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【背景・目的】第二次性徴期にあたる中学生

期では，男女とも身長や体重といった発育に

併せ，瞬発力や全身持久力などの体力面も発

達することが知られている。特に女子におい

ては体重増加，すなわち体脂肪率の増加が男

子に比較し顕著であり，男女における発達は

一様ではないことがわかっている。しかしな

がら，この時期における中学生バドミントン

強化選手の体格および体力の発達，競技成績

との関連，また男女間における差異について

は明確ではない。したがって，本研究では男

女の北海道中学生バドミントン強化選手を対

象に体力を測定し，その差異について，また

競技成績との関連性を検討することを目的と

した。

【方法】対象者は北海道バドミントン協会に

所属する男子６名および女子６名とした。中

学１年生時を初回，３年生時を最終回とし２

年間の経過を観察した。測定項目は体格指標，

全身持久力，無酸素性運動能力，下肢筋力と

した。体格指標として，身長，体重，体格指

数（BMI）を測定した。全身持久力は，トレッ

ドミルを用い最高酸素摂取量（VO2 peak）

により評価した。運動中の呼気ガス分析は

breath-by-breath法により行った。下肢筋力

は膝伸展筋力を対象とし，等速性筋力測定装

置による角速度60度/秒でのピークトルクに

より評価した。無酸素性運動能力測定評価は

自転車エルゴメータによるハイパワー測定に

より実施した。膝伸展筋力，ハイパワー測定

ともに得られた値を体重で除して評価した。

【結果】身長，体重，BMI，VO2 peak，膝伸

展筋力およびハイパワーは，男子において年

齢とともに上昇した。一方，女子においても

男子と同様であり，身長，体重，BMI，膝伸

展筋力は年齢とともに上昇した。しかしVO2 

peakにおいては有意な低下が見られた。そ

の他の指標については有意な変化が見られな

かった。

【結論】本研究において，北海道中学生バド
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ミントン強化選手における中学生期の体力の

発達と競技成績との関連性は少ない可能性が

示唆された。

Ⅰ．緒　　　言

　中学生期は第二次性徴期にあたり，男女と

も身長や体重といった体格指標が顕著に発育

するとともに，瞬発力や全身持久力といった

体力面での発達も大きいことがわかってい

る。特に女子生徒においては「女性らしさ」

の特徴ともいえる体脂肪率の増加が生じ，男

女差が顕著になる時期でもある1）。

　バドミントンの競技特性として，シャトル

に対して素早く反応し，かつその素早い動き

を持続することが重要である。したがって，

上述した瞬発力や全身持久力といった体力面

の優劣は競技成績に強い影響を及ぼすと考え

られる。

　これまで，競技成績と体力との関連性につ

いて先行研究により多数報告がなされてき

た。上向井らは，世界大会および国内大会出

場経験のある実業団選手を対象に体力指標を

測定し，前者では有意に体力が発達していた

ことが報告している2）。また，滝沢ら3）も同

様の報告をしている。これらのことは，体力

指標の差が少なからず競技成績に影響を及ぼ

す可能性を示唆する。しかしながら，先行研

究における対象者は最低でも高校生以上と，

本研究とは大きく異なっており，今回対象で

ある中学生期の選手においては，それらの発

育における差異について，また競技成績との

関連性があるかどうかについては明確ではな

い。

　したがって，本研究では北海道中学生バド

ミントン強化選手を対象に体格および体力指

標の発達と競技成績との関連性および男女間

の差異を検討することを目的とした。

Ⅱ．方　　法

１．対象者

　北海道バドミントン協会に所属し，初回参

加時に中学１年生である男子中学生９名およ

び女子６名とした。男子については，うち３

名が最終回の測定に不参加であったため，６

名のデータを採用した。

２．研究プロトコル

　平成20年９月（中学１年時）を初回測定と

した。なお初年度は平成20年度および平成21

年度（中学２年時）の９月と３月に，平成22

年度（中学３年時）は６月と９月に，計５回

実施した。本研究では，中学生時の中学１年

生時を初回，３年生時を最終回とし，約２年

間の経過を観察した。

　本研究では競技成績（全国および全道大会

出場経験の有無），メンタルサポート，栄養

サポート，体力指標（全身持久力および有酸

素性運動能力，無酸素性運動能力），血液生

化学検査，内科的疾患の有無について，測定，

確認を実施した。今回は競技成績および体力

指標に注目して分析を行った。

３．体格および体力指標

　体格指標は，身長，体重，体格指数（BMI，

body mass index）を測定した。体力の評価

として，全身持久力，下肢筋力，無酸素性運

動能力測定を実施した。以下に測定項目の

詳細を示す。全身持久力は，トレッドミル
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を用い最高酸素摂取量（VO2 peak）により

評価した。運動中の呼気ガス分析はbreath-

by-breath法（Sensor medics Co，Vmax，

Yorba Linda）により行った。漸増負荷法に

は，Bruce法の修正法を用いた。下肢筋力は

両膝伸展筋力を対象とし，等速性筋力測定

装置であるBiodex system3（Sakai Medical 

Co，Ltd，Tokyo）を用い，角速度60度/秒

でのピークトルクにより評価した。無酸素

性運動能力測定評価は自転車エルゴメータ

（Combi，Aerobike PowermaxV3，Tokyo）

によるハイパワー測定により実施した。なお，

膝伸展筋力，ハイパワー測定ともに得られた

値を体重で除して評価した。

４．統計

　初回および最終回の値は，paired t-testに

て行った。なお有意水準は５％未満とした。

記述データは平均（標準誤差）で表した。

Ⅲ．結　　果

　表１に体格および体力を示す。男女とも体

格は年齢とともに発達した。体力については，

男子においてVO2 peak，膝伸展筋力および

ハイパワーも年齢とともに向上した。一方，

女子においても体格の発達は同様であった。

一方，体力では膝伸展筋力のみ向上が見られ，

VO2 peakにおいては年齢による向上は見ら

れなかった。その他の指標については有意な

変化が見られなかった。また体格について全

国平均との比較を行ったところ，男女とも全

国平均よりも値が高い傾向を示した。

　表２および３に，男女における競技成績と

表１．初回および最終回における体格・体力指標データ

男子（ｎ＝６） 女子（ｎ＝６）

初回 最終回 初回 最終回

身長，cm 158.2±1.2 170.7±0.2* 156.0±0.9 161.0±1.3*

体重，kg 45.2±1.7 58.5±1.1* 44.5±0.5 52.2±0.1*

BMI，kg/㎡ 17.8±1.4 20.1±0.3* 18.4±0.3 20.2±0.3*

VO2 peak，ml/kg/min 60.5±2.8 63.8±1.9* 57.9±2.8 52.8±6.6*

走時間，秒 442.2±28.7 537.2±38.0* 413.2±59.0 444.3±74.6

右膝伸展筋力，N/m 244.4±4.3 301.5±10.4* 187.4±4.1 226.0±7.2*

左膝伸展筋力，N/m 205.3±6.0 297.9±8.3* 192.6±6.7 208.5±4.3

ハイパワー，Watt/kg 11.9±0.3 13.0±0.3* 11.0±0.1 10.9±0.2

Means ± SE.*ｐ＜0.05 vs. 初回．
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身体発育および発達との関連を示す。値は全

て変化量で表記した。競技成績は全国大会（以

下，全国群）および全道大会出経験（全道群）

に分類し，解析を行った。男女とも全国およ

び全道出場経験という競技成績と体力との間

には関連性がみられなかった。

Ⅳ．考　　察

　本研究では，中学生期における北海道男女

のバドミントン強化選手を対象に，体格およ

び体力を測定し競技成績との関連性について

検討した。男子は，中学３年時では全指標の

値において，中学１年時に比較し有意な上昇

がみられた。これは身体発育に加え，日常の

トレーニングが身体発育に好影響を及ぼして

いると考えられる。一方，女子においては膝

伸展筋力についてのみ有意な上昇が認められ

たが，VO2 peakには低下がみられた。この

こと，発育に伴う体重増加が男子に比較しよ

り大きく影響していた可能性が考えられる。

　中学生期，女性ホルモンの影響により，女

表２．男子における競技成績と身体発育および発達との関連

全国（ｎ＝２） 全道（ｎ＝４）

⊿（１年時からの変化量） ⊿（１年時からの変化量）

身長，cm 10.5 13.5

体重，kg 11.5 14.3

BMI, kg/㎡ 1.9 2.4

VO2 peak, ml/kg/min 3.5 3.2

走時間，秒 111.5 89.3

右膝伸展筋力, N/m 83.4 43.9

左膝伸展筋力, N/m 117.1 80.4

ハイパワー , Watt/kg 0.9 1.5

表３．女子における競技成績と身体発育および発達との関連

全国（ｎ＝２） 全道（ｎ＝４）

⊿（１年時からの変化量） ⊿（１年時からの変化量）

身長，cm 6.0 4.5

体重，kg 6.5 8.3

BMI, kg/㎡ 1.2 2.2

VO2 peak, ml/kg/min −4.7 −5.3

走時間，秒 56.5 43.0

右膝伸展筋力, N/m 32.3 38.8

左膝伸展筋力, N/m −24.6 36.2

ハイパワー , Watt/kg −0.5 0
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子は男子に比較し急激な体重増加が認められ

ることがわかっている6）。また金ら7）は，肥

満女子中学生の体力および運動能力が有意に

低下することを報告している。このことは，

中学生期に女子で起こる著名な体重増加が，

競技成績にも大きく影響を与える可能性を

示唆している。実際，本研究では女子のVO2 

peakが，最終回時では初回時に比較し低下

していた。このことは，体重増加が運動能力

低下に関連することを支持するものである。

したがって，中学生期にある選手においては，

過度な体重増加に留意し競技を行うことが望

まれる。

　競技成績（全国大会出場および全道大会出

場経験）と体格および体力の変化量との間に

関連性があるかどうか検討を行った。しかし

ながら，男女とも競技成績とそれら指標との

間には関連性がみられなかった。このこと

は，中学生期においては，体格および体力の

大小が競技成績に直接的な影響を及ぼさず，

逆に競技における技術要素の優劣が強く影響

を及ぼす可能性を示唆する。その一方で，先

行研究において，競技成績と体力指標との関

連性について検討した報告がいくつかある。

田中ら4）は国民体育大会出場選手の運動能力

が有意に高いことを報告している。また玉木

ら5）は，VO2 peak，最大無酸素パワー両者

の値と競技成績がほぼ一致することを報告し

ている。上述のように，体力と競技成績との

間には密接な関係性があることが明らかであ

る。しかしながら，これらの研究は本研究の

対象者とは異なり，全て高校生以上を対象と

していることから，結果に相違が認められた

と推測される。

　本研究の結果から，中学生期にある北海道

バドミントン強化選手は，競技成績と体力と

の関連性が少ない可能性が示唆された。また

女子においては，VO2 peakの低下がみられ

た。したがって，中学生期にある男女におい

ては，身体および体力の発達を考慮し，また

技術技能向上のため日々の練習を実施する必

要がある。特に女子においては，体重増加が

著名に表れる時期でもあることから，より適

切な体重管理が重要となり，競技力により好

影響を及ぼす可能性が高いと考えられる。

　今後，これらのデータを指導現場にフィー

ドバックすることで，北海道の中学生バドミ

ントン選手の競技力がより向上できれば良い

と考える。また中学生だけではなく高校生，

大学生などについても同様の検討を行ってい

く必要がある。
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